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　 市 の 人 口 と 世 帯　　80,479 人 ( 前 月 比 ▲ 69) 男 39,978 人　 女 40,501 人　29,175 世 帯 9 月 1 日 現 在

提供：石岡まちづくりアカデミーⅢ

● 平成 22年度後期
　 いきいきのびのび生涯学習情報　　　　　　　　P4

● 応援します
　 耕作放棄地の再生・利用　　　　　　　　　　　P6

● 11 月 21 日
　 講師に養老孟司氏 健康づくり講演会　　　　　   P2

● 市民との協働で創る オペラ「小町百年の恋」         P2

● 市の情報を配信中
　 メールマガジンに登録を　　　　　　　　　　　P3

　明圓寺は、浄土真宗の寺院で、本
尊は阿弥陀如来です。明

みょうほうぼうべんねん

法房弁円が
開山したといわれています。
　山伏の弁円は、親

しんらんしょうにん

鸞聖人を待ち伏
せして殺害しようとしましたが、聖
人の説く教えに触れ、改心して弟子
となりました。後に、明法房の名を
貰い、念仏の布教に励みました。

明 圓 寺

（真　家）



当日は、市役所から送迎バスを運行します。

●
応
募
資
格　

中
学
生
以
上
の
市
内

在
住
ま
た
は
在
勤
の
人
で
、
公
演
・

練
習
に
参
加
で
き
る
人
。
経
験
は
問

い
ま
せ
ん
。

●
公
演
日 

平
成
23
年
３
月
20
日（
日
）

●
公
演
会
場　

石
岡
市
民
会
館

●
練
習
日

　

11
月
か
ら
来
年
１
月
の
土
・
日
曜

日
の
午
後
10
回
程
度
、
２
月
か
ら
３

月
に
、
３
回
程
度
の
通
し
げ
い
こ
。

※
指
導
者
の
指
示
で
練
習
し
ま
す
。

●
募
集
人
員　

男
女
各
５
名
（
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

●
応
募
方
法　

ハ
ガ
キ
・
封
書
・

フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
の

表
題
に
「
オ
ペ
ラ
参
加
希
望
」
と
明

記
の
う
え
、
住
所
・
氏
名
・
性
別
・

年
齢
・
電
話
番
号
・
職
業
・
応
募
の

動
機
を
記
入
し
て
応
募
く
だ
さ
い
。

●
応
募
先　
　

〒
３
１
５
-８
６
４
０

石
岡
市
石
岡
一
丁
目
１
番
地
１

石
岡
市
役
所 

市
民
生
活
課

℻
２
２
･
３
６
８
４

　

seikatsu@
city.ishioka.lg.jp

●
応
募
締
切　

10
月
28
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
（
当
日
消
印
有
効
）

●
問
い
合
わ
せ

市
民
生
活
課

☎
２
３
･
１
１
１
１
（
内
線
２
６
５
）

市民との協働で創る

　市では、市民協働まちづくり推進大会の記
念事業として「オペラ」の上演を企画しまし
た。メインキャストは、プロのオペラ歌手が
出演しますが、その他の出演者の一部を市民
から募集します。ぜひ、応募ください。

公演日　平成23年3月20日 日

出演
者募
集

応募
締切

10/2
8

オペラ

　平成 20年に行われた「国民文化祭
いばらき」で、茨城県民オペラ協会が
上演した創作オペラで、古来から筑波
山麓に語り伝えられる「小野小町伝説」
を題材としています。

　平成 20年に行われた「国民文化祭　平成 20年に行われた「国民文化祭
オペラ「小町百年の恋」

「小町百年の恋」

◆
対
象
者

　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人

◆
申
込
期
間

　

10
月
１
日
か
ら
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
。

◆
申
込
方
法

　

申
込
場
所
で
申
込
書
に
記
入
の
う

え
、入
場
券
を
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
場
所
（
閉
庁
時
を
除
く
）

・
市
役
所 

保
険
年
金
課

・
八
郷
総
合
支
所 

市
民
窓
口
課

・
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

・
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

・
市
内
各
郵
便
局

※
郵
便
局
で
の
手
続
き
は
、
閉
庁
日

を
除
く
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
。
石

岡
郵
便
局
は
午
後
７
時
ま
で
。

◆
定
員　

５
８
０
人

◆
託
児　

希
望
者
は
予
約
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

保
険
年
金
課　

☎
２
３
･
１
１
１
１

（
内
線
１
７
８
）

　

11
月
21
日
「
か
ら
だ
の
見
方
」「
バ
カ
の
壁
」
な
ど
の
著

者
で
東
京
大
学
名
誉
教
授 

養よ
う
ろ
う
た
け
し

老
孟
司
氏
を
招
い
て
、
健
康

づ
く
り
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
健
康
相
談
や
血
圧
測
定
な
ど
、
健
康
づ
く
り
の

コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

　

入
場
は
無
料
で
す
が
、
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

講
師
に
養
老
孟
司
氏

健
康
づ
く
り
講
演
会

◆
期
日　

11
月
21
日
（
日
）

◆
場
所　

中
央
公
民
館

◆
日
程

・
受
付　
　

 

正
午　

・
開
会
式　

 

午
後
１
時
〜

・
健
康
優
良
家
庭
表
彰

　
　
　
　
　

午
後
１
時
15
分
〜

・
講
演　
　

 

午
後
１
時
30
分
〜

演
題

『
脳
の
健
康 

か
ら
だ
の
健
康
』

講
師　

東
京
大
学
名
誉
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　

養
老
孟
司
氏

﹃
脳
の
健
康 
か
ら
だ
の
健
康
﹄

「
バ
カ
の
壁
」
の
著
者
が
語
る

　人
間
の
脳
は
、
寝
て
い
る
と
き
も

一
生
懸
命
働
い
て
い
ま
す
。
日
ご
ろ

か
ら
自
ら
の
感
覚
で
も
の
を
と
ら
え

る
習
慣
を
育
て
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
り
、
も
の

の
違
い
や
世
の
中
の
動
き
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

11/21日

７

● ●

●

●

● ●

スーパー交番

コンビニ

ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド

ホーム
センター

八郷保健
センター

八
郷
郵
便
局

八郷総合支所
●

中
央
公
民
館

●
八坂神社

恋
瀬
川

至石岡駅

会
場

会
場
案
内
図

入場無料
事前申し込み必要

演
題

Ｐ

◆講師プロフィール
1937 年神奈川県生まれ。東京
大学卒業。解剖学教室に入り、
解剖学専攻。医学博士。東京大
学医学部教授、北里大学教授を
歴任。現在東京大学名誉教授。
1989 年『からだの見方』でサ
ントリー学芸賞を受賞。2003
年『バカの壁』で毎日出版文化
賞を受賞。

広報いしおか　№１２０　２



　

石
岡
市
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
は
、
利
用
者
が
登
録
し

た
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
あ
て

に
、
市
の
情
報
を
迅
速
に
届
け
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

市
民
の
生
活
向
上
に
役
立
つ
各
種
情
報
を
配
信
し

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
登
録
く
だ
さ
い
。

　

広
報
い
し
お
か
の
発
行
に
あ
わ
せ

て
月
２
回
程
度
配
信
し
ま
す
。「
タ

イ
ト
ル
」
と
「
概
要
」「
携
帯
サ
イ

ト
Ｕ
Ｒ
Ｌ
」
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

定
期
配
信
カ
テ
ゴ
リ

■
イ
ベ
ン
ト
・
募
集　

■
無
料
相
談　

■
休
日
・
夜
間
緊
急
診
療　

■
健
康
診
断　

■
そ
の
他
お
知
ら
せ

●
登
録
・
解
除
・
変
更
方
法

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
空
メ
ー
ル
を
送
信
す
る
と
、

返
信
メ
ー
ル
が
届
き
ま
す
。
届
い
た
メ
ー
ル
の
Ｕ
Ｒ

Ｌ
に
ア
ク
セ
ス
し
、
表
示
さ
れ
る
ペ
ー
ジ
に
従
っ
て

登
録
や
解
除
、
変
更
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

返
信
・
配
信
メ
ー
ル
が
届
か
な
い
場
合
は
、
携
帯
電
話

の
メ
ー
ル
受
信
制
限
を
解
除
、
ま
た
は
、@

jin2.jp

お
よ

び@
stone-m

agazin.city.ishioka.lg.jp

か
ら
の

受
信
を
許
可
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
登
録
時
に
地
域

を
選
択
し
な
い
で
画
面
を
終
了
す
る
と
メ
ー
ル
が
届
き

ま
せ
ん
。

携 帯 電 話

●
登
録
方
法

・
登
録
用
Ｕ
Ｒ
Ｌ
に
ア
ク
セ
ス
し
、
利
用
規
約
を
よ

く
読
ん
で
【
利
用
登
録
・
カ
テ
ゴ
リ
変
更
・
利
用
解

除
】
か
ら
進
ん
で
『
利
用
者
登
録
』
し
て
く
だ
さ
い
。

・
カ
テ
ゴ
リ
選
択
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
・
地
域
選
択

を
入
力
し
ま
す
。

●
変
更
方
法

・
カ
テ
ゴ
リ
の
変
更
や
地
域
の
変
更
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
変
更
用
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
空
メ
ー
ル

を
送
信
し
ま
す
。

・
返
信
メ
ー
ル
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
に
ア
ク
セ
ス
し
、
変
更
の

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
解
除
方
法

・
解
除
用
Ｕ
Ｒ
Ｌ
に
ア
ク
セ
ス
し
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
と
「
削
除
希
望
」
を
選
ん
で
送
信
し
ま
す
。

・
返
信
メ
ー
ル
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
に
ア
ク
セ
ス
し
て
利
用
解

除
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

パ ソ コ ン

　

臨
時
配
信
は
、
防
災
防
犯
な
ど
の

緊
急
情
報
を
不
定
期
で
配
信
し
ま

す
。
全
文
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

臨
時
配
信
カ
テ
ゴ
リ

■
不
審
者　

■
捜
索
願　

■
防
犯
・
防
災　

■
消
防　

■
学
級
閉
鎖
（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
）

＊
す
べ
て
の
登
録
者
に
、
深
夜
・
早

朝
で
も
配
信
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

定
期
配
信

●
問
い
合
わ
せ

情
報
シ
ス
テ
ム
課

☎
２
３
・
１
１
１
１

　
（
内
線
４
５
１
）

臨
時
配
信

パ
ソ
コ
ン

携
帯

登録用URL

解除用 URL

変更用メールアドレス

登録・解除・変更用
メールアドレス

http://www.city.ishioka.lg.jp/index.php?oid=108&dtype=1000&pid=189

https://sec.jin2.jp/o-ishioka/dm_delete_accept.php

299231111@jin2.jp

299231111@jin2.jp
携帯電話用QRコード

表示イメージ

朝
で
も
配
信
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

表示イメージタイトル：
イベント・募集情報
---------------------------------------------------本文：
■□□□□□□□□□□■＜石岡市メールマガジン＞■□□□□□□□□□□■■まちかど情報センターのイベント■＜まちかど音楽祭＞

【日時】9月26日（日）　午後2時～3時【出演】グループ「あんたがたどこさ」＜石岡の風と土　写真展　～おまつり編～＞【日時】9月1日（水）～20日（月）＜石岡第二高等学校「100年の歩み展」＞【日時】9月1日（水）～9月15日（水）＜アトリエ・ハートタイム水彩画6人展＞【日時】9月25日（土） ～ 10月22日（金） 

メ
�
ル
マ
ガ
ジ
ン
に
登
録
を
！

市
の
情
報
を
配
信
中

　３　 広報いしおか　№１２０

登録解除変更 変更 解除 登録



　

こ
の
学
習
情
報
を
、
あ
な
た
の
学
習
計
画

に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
い
内
容
な
ど
は
、
今
後
の
広
報
紙
な

ど
の
予
告
で
確
認
し
て
参
加
願
い
ま
す
。

い
き
い
き
の
び
の
び

生
涯
学
習
情
報

●
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課

☎
４
３
・
１
１
１
１

　
（
内
線 

１
２
３
７
）

平成 22年度後期
お
は
な
し
玉
手
箱

第
１
土
曜
日

幼
児
・
小
学
生

中
央
図
書
館

お
は
な
し
会

      （
読
み
き
か
せ
な
ど
）
第
３
土
曜
日

お
は
な
し
フ
レ
ン
ズ

      （
読
み
き
か
せ
な
ど
）

第
２
土
曜
日

お
は
な
し
な
あ
に

 

　     （
読
み
き
か
せ
会
）

幼
児
〜
中
学
生 

30
名

ま
ち
か
ど

　
　

情
報
セ
ン
タ
ー

子
育
て
相
談
室

第
１
・
２
火
曜
日

０
歳
〜
１
歳
３
か
月
の　

　
　
　
　

     

乳
幼
児
と
親

石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル

⑩
／
25
、
⑪
／
22
、

⑫
／
20
、
①
／
31
、

②
／
28
、
③
／
28

妊
婦
と
そ
の
家
族

子
育
て
相
談
室

⑩
／
13
、
⑪
／
10
、

⑫
／
１
、
①
／
12
、

②
／
２
、
③
／
２

０
歳
〜
１
歳
３
か
月
の　

　
　
　
　
　

  

乳
幼
児
と
親

八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル

⑩
／
18
、
⑪
／
８
、

⑫
／
13
、
①
／
17
、

②
／
14
、
③
／
14

妊
婦
と
そ
の
家
族 

15
組

ピ
カ
ピ
カ
歯
み
が
き
教
室

⑪
／
25
、
②
／
24

未
就
学
児
の
フ
ッ
化
物
塗
布

　

希
望
者 

50
名
（
要
予
約
）

子育て
事
業
・
教
室
名

開
催
期
日

対
象

問
い
合
わ
せ

パ
パ
と
ク
ッ
キ
ン
グ

⑪
／
27

小
学
生
と
父
親 

12
組

企
画
課

な
か
よ
し
ル
ー
ム

水
曜
日
（
３
回
／
月
）
１
歳
〜 

親
子

児
童
館

親
子
教
室

金
曜
日
（
３
回
／
月
）
２
歳
〜 

親
子
15
組

フ
ァ
ミ
リ
ー
運
動
会

⑩
下
旬

だ
れ
で
も
可

ち
び
っ
こ
広
場

第
１･

２･

３
月
曜
日

１
歳
〜 

親
子
20
組

児
童
セ
ン
タ
ー

に
こ
に
こ
広
場

第
１･

２･

３
金
曜
日

２
歳
６
か
月
〜 

親
子
15
組

わ
い
わ
い
キ
ッ
ズ
ビ
ク
ス

水
曜
日
（
３
回
／
月
）
２
歳
〜 
親
子
15
組

よ
ち
よ
ち
広
場

第
４
金
曜
日

１
歳
の
誕
生
日
ま
で
の
親
子

わ
ん
に
ゃ
ん
キ
ッ
ズ

    （
親
子
育
児
サ
ー
ク
ル
）
火
曜
日

未
就
園
児 

親
子
30
組

ま
ち
か
ど

　
　

情
報
セ
ン
タ
ー

25

24

　

希
望
者

　

希
望
者
5050
名
（
要
予
約
）

名
（
要
予
約
）

親子行事

消
費
生
活
展

⑩
／
16
・
17

だ
れ
で
も
可

市
民
生
活
課

ク
リ
ス
マ
ス
会

⑫
／
20

小
学
生 

20
名

児
童
館

豆
ま
き
集
会

②
／
３

バ
レ
ン
タ
イ
ン
チ
ョ
コ
作
り
②
／
10

お
別
れ
会

③
下
旬

映
画
会（
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
）
月
１
回
（
不
定
期
）

幼
児
・
小
学
生

児
童
セ
ン
タ
ー

児
童
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

⑩
／
16

米
ま
つ
り

⑩
／
16
・
17

だ
れ
で
も
可

農
政
課

そ
ば
ま
つ
り

⑪
／
20

産
業
祭

⑩
／
16
・
17

商
工
観
光
課

企
画
展 

面
打
ち
・
絵
画
・
仏
像
彫
刻

⑩
／
１
〜
５

生
涯
学
習
課

石
岡
市
文
化
祭

⑩
／
10
〜
⑪
／
21

八
郷
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

⑩
／
31

八
郷
総
合
支
所
総
務
課

子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

生
涯
学
習
課

郷
土
芸
能
ま
つ
り

美
術
展

⑪
／
17
〜
22

お
し
ゃ
べ
り
コ
ン
サ
ー
ト

（
茨
城
交
響
楽
団
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
）
⑪
／
20

だ
れ
で
も
可 

５
９
０
名

芸
能
祭

⑫
予
定

だ
れ
で
も
可

「
家
庭
の
日
」

　
　   

図
画
コ
ン
ク
ー
ル

①
〜
②
募
集

小
・
中
学
生

「
家
庭
の
日
」
作
品
展
示

①
〜
②

だ
れ
で
も
可

市
民
史
跡
め
ぐ
り

③
予
定

市
民 

60
名

お
楽
し
み
会

⑪
／
６

幼
児
・
小
学
生 

50
名

中
央
図
書
館

公   

演
「
魔
女
お
ば
さ
ん
と
遊
ぼ
う
」
⑪
下
旬

　

ま
た
は
、
⑫
上
旬

小
学
生
〜 

50
名

図
書
の
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
⑫
上
旬

市
民
・
図
書
館
利
用
団
体

公
演
「
人
形
劇
」

⑫
下
旬

幼
児
・
小
学
生 

70
名

ま
ち
か
ど
音
楽
祭

隔
月
第
４
日
曜
日

だ
れ
で
も
可 

１
０
０
名

ま
ち
か
ど

　
　

情
報
セ
ン
タ
ー

ま
ち
か
ど
寄
席

高
校
生
の
作
品
展

①
予
定

だ
れ
で
も
可

ひ
な
巡
り

②
〜
③
上
旬

菊
ま
つ
り

⑩
下
旬
〜
⑪
下
旬

常
陸
風
土
記
の
丘

秋
バ
ラ
ま
つ
り

⑨
／
25
〜
⑪
／
７

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

鉢
花
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

⑪
／
12
〜
21

ベ
ゴ
ニ
ア
・
ダ
リ
ア
ま
つ
り
①
／
２
〜
④
／
17

イベント

　
　

情
報
セ
ン
タ
ー

常
陸
風
土
記
の
丘

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

だ
れ
で
も
可

だ
れ
で
も
可

商
工
観
光
課

生
涯
学
習
課

八
郷
総
合
支
所
総
務
課
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こ
ど
も
の
く
に

木
曜
日
（
月
３
回
）

小
学
１
〜
３
年
生 

20
名

児
童
館

書
き
初
め
教
室

①
予
定

小
学
生 

20
名

児
童
セ
ン
タ
ー

イ
ク
メ
ン
パ
パ
の

　
　

    
読
み
聞
か
せ
講
座
①
下
旬

幼
児
・
小
学
生
・
保
護
者　

　
　
　
　
　
　
　
　

50
名

中
央
図
書
館

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
の
た
め
の   

　

    

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
②
下
旬

成
人 

10
名

折
り
紙
交
流
会

第
４
土
曜
日

幼
児
〜 

20
名

ま
ち
か
ど

　
　

情
報
セ
ン
タ
ー

ち
り
め
ん
小
物

第
１
・
３
土
曜
日

だ
れ
で
も
可 

20
名

日
本
語
教
室

金
曜
日

だ
れ
で
も
可 

15
名

ま
ち
か
ど
学
習
会
（
健
康
）
２
か
月
に
１
回

だ
れ
で
も
可 

40
名

ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

不
定
期

だ
れ
で
も
可

生
け
花
講
習
会

　
　

    「
ク
リ
ス
マ
ス
編
」
⑫
／
18

だ
れ
で
も
可 

10
名

旭
台
会
館

生
け
花
講
習
会

   「
新
春
へ
の
夢
お
正
月
編
」
⑫
／
25

ガ
イ
ド
ヘ
ル
プ
養
成
講
座

⑫
／
２
・
９

市
内
在
住
・
在
勤
で
視
覚
障
害
者
に
自
立
や

社
会
参
加
を
支
援
で
き
る
人 

20
名

社
会
福
祉
協
議
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
践
者
研
修
①
／
22

社
協
登
録
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
践
者
、
関
心
の

あ
る
人 

２
０
０
名

し
め
縄
飾
り
教
室

⑪
下
旬

入
園
者

常陸風土記の丘

ミ
ニ
門
松
教
室

⑫
上
旬

陶
芸
教
室

①
中
旬

き
の
こ
原
木
栽
培
教
室

②
予
定

鉢
花
の
冬
越
し
の
仕
方

　
　
　
　
　
　

 　
　
教
室

⑩
／
10

フラワーパーク

上
手
な
バ
ラ
の
作
り
方

　
　
　
　
　
　

 　
　
教
室

⑩
／
17
・
24

コ
カ
リ
ナ
演
奏
体
験

⑩
／
24

入
園
者 

10
名

バ
ラ
を
使
っ
た

　
　

    　
プ
チ
花
束
作
り
⑪
／
３

入
園
者 

50
名

ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ズ
の

　
　
　

  　

  

手
入
れ
教
室
⑪
／
14

入
園
者

シ
ク
ラ
メ
ン
の

　
　
　

  　

  

手
入
れ
教
室
⑪
／
21

お
正
月
を
豪
華
に
飾
る

　
　
　
　

   

寄
せ
植
え
作
り
⑫
／
12

入
園
者 

20
名

バ
ラ
の
冬
季
剪
定
の

　
　
　
　

    

仕
方
と
体
験
①
／
９

入
園
者

ベ
ゴ
ニ
ア
の
楽
し
み
方

①
／
30

福
寿
草
の
楽
し
み
方

②
／
13

ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ズ
の　

　
　
　
　

   　

 

楽
し
み
方
③
／
13

雪
割
草
の
楽
し
み
方

③
／
21

各種講座・その他

行政
石
岡
市
役
所

☎
２
３
・
１
１
１
１

八
郷
総
合
支
所

☎
４
３
・
１
１
１
１

福祉
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
２
４
・
１
３
８
６

八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
４
３
・
６
６
５
５

社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
２
・
２
４
１
１

児
童
セ
ン
タ
ー

☎
２
６
・
３
６
７
８

児
童
館

☎
２
２
・
３
８
５
８

文化
市
民
会
館

☎
２
２
・
５
１
８
７

中
央
公
民
館

☎
４
３
・
６
２
６
２

中
央
図
書
館

☎
２
４
・
１
５
０
７

常
陸
風
土
記
の
丘

☎
２
３
・
３
８
８
８

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

☎
４
２
・
４
１
１
１

ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー

☎
２
７
・
５
１
７
１

旭
台
会
館

☎
２
６
・
１
３
６
６

スポーツ
石
岡
運
動
公
園

☎
２
６
・
７
２
１
０

八
郷
総
合
運
動
公
園

☎
４
３
・
６
８
８
４

海
洋
セ
ン
タ
ー

☎
２
３
・
５
１
９
１

石
岡
小
プ
ー
ル

☎
２
３
・
１
０
８
８

事
業
な
ど
の
問
い
合
わ
せ

健
康
相
談

⑩
／
16
・
17

だ
れ
で
も
可

　

   

（
消
費
生
活
展
会
場
内
）

石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

心
の
健
康
相
談

⑩
／
18
、
⑪
／
15
、

⑫
／
20
、
①
／
17
、

②
／
21

心
の
悩
み
を
持
つ

　
　
　

本
人
と
家
族 

３
組

⑩
／
６
、
⑪
／
10
、

⑫
／
１
、
①
／
19
、

②
／
２
、
③
／
２

八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

体
操
ク
ラ
ス

　
２
か
月
集
中

　

   

ダ
イ
エ
ッ
ト
コ
ー
ス

⑩
／
７
〜
⑪
／
25

　
　
　
　
（
全
８
回
）

特
定
検
診
を
受
け
た

　
　

    

メ
タ
ボ
の
人 

30
名

①
／
28
〜
③
／
25

　
　
　
　
（
全
７
回
）

石
子
連
「
ス
キ
ー
教
室
」

②
予
定

小
学
５
・
６
年
生 

80
名

生
涯
学
習
課

少
年
少
女
テ
ニ
ス
教
室

⑪
／
３
・
６
・
７
・
13
・

14
・
20
・
21

小
学
４
〜
６
年
生 

50
名

石
岡
運
動
公
園

石
岡
市
親
善
武
道
大
会

⑫
／
５

市
民
・
近
郊
在
住
、
在
勤
者　

　
　
　
　
　
　
　

   

３
５
０
名

第
４
回

　

   

つ
く
ば
ね
マ
ラ
ソ
ン

②
／
27

小
学
３
年
生
〜

親
子

　
ふ
れ
あ
い
キ
ャ
ン
プ

　
　
　
　

IN
 IB
A
R
A
KI

⑩
／
16
・
17

小
学
３
〜
６
年
生
の

　
　
　
　
　
　

親
子 

２
組

Ｂ
＆
Ｇ

　

   

海
洋
体
験
ク
ル
ー
ズ

③
／
26
〜
31

小
学
４
〜
中
学
３
年
生 

２
名

八
郷
Ｔ
Ｂ
Ｇ
親
善
大
会

⑪
／
７

市
民
・
近
郊
在
住
者

八
郷
総
合
運
動
公
園

秋
季
サ
イ
ク
リ
ン
グ
大
会

⑪
／
13

小
学
３
年
生
〜 

40
名

石
岡
小
学
校

　
　

   

屋
内
温
水
プ
ー
ル

通
年

市
民

石
岡
小
プ
ー
ル

海
洋
セ
ン
タ
ー　

ア
リ
ー
ナ
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　
　
　
　
　

  

ル
ー
ム
解
放

海
洋
セ
ン
タ
ー

心
と
体
の
健
康
相
談        

　
　

 

お
し
ゃ
べ
り
交
流
室
水
曜
日

だ
れ
で
も
可 

50
名

ま
ち
か
ど

　
　

情
報
セ
ン
タ
ー

スポーツ・健康
法
律
相
談

第
１
・２
・３
・４
火
曜
日

市
民 

１
日
７
名
（
要
予
約
）

秘
書
広
聴
課

市
民
相
談

閉
庁
日
を
除
く
毎
日

市
民

特
設
人
権
相
談

⑪
／
26

だ
れ
で
も
可

登
記
・
行
政
相
談

⑩
／
２
、
⑪
／
12
、

①
／
７
、
③
／
11

女
性
の
た
め
の

　
　

      

困
り
ご
と
相
談

木
曜
日
・
第
４
火
曜
日

市
民 

各
回 

２
名
（
要
予
約
）
企
画
課

各種相談

いきいきのびのび生涯学習情報
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作
業
の
種
類

作

　業

　内

　容

 

10
ア
ー
ル
あ
た
り
の

 

交
付
額

再
生
作
業

草
刈
・
伐
採
・
抜
根
・
整
地

 

３
万
円
ま
た
は
５
万
円

土
壌
改
良

肥
料
や
資
材
の
投
入

 

２
万
５
０
０
０
円

営
農
定
着

畑
に
野
菜
な
ど
を
継
続
し
て

作
付

不
法
行
為
は
重
大
な
災
害
や
河

川
環
境
悪
化
に
つ
な
が
り
ま
す

①
河
川
・
湖
の
水
を
取
水
し
、
利

用
す
る
こ
と

②
田
畑
を
耕
作
し
た
り
、
草
花
を

植
え
た
り
す
る
こ
と

③
釣
り
台
や
桟
橋
な
ど
、
工
作
物

を
設
置
す
る
こ
と

④
土
砂
な
ど
を
採
取
し
た
り
、
竹

木
な
ど
を
伐
採
・
採
取
す
る
こ
と

⑤
湖
岸
堤
防
を
切
盛
土
し
て
出
入

口
を
設
け
る
な
ど
、
土
地
の
形
状
を

改
変
す
る
こ
と

⑥
河
川
管
理
施
設
（
堤
防
や
護
岸

な
ど
）
を
破
損
す
る
こ
と
。
物
を
燃

や
し
た
り
す
る
こ
と
。
除
草
剤
な
ど

を
散
布
す
る
こ
と
。
油
・
燃
料
・
薬

物
や
汚
物
な
ど
を
河
川
に
流
す
こ
と

⑦
家
庭
ご
み
・
粗
大
ご
み
、
ふ
ん
尿
、

動
物
の
死し

が
い骸
、
そ
の
他
の
産
業
廃
棄

物
な
ど
を
河
川
に
捨
て
た
り
、
埋
め

た
り
、
放
置
し
た
り
す
る
こ
と

※
上
記
の
行
為
は
、
河
川
法
や
そ
の

他
の
法
律
に
よ
り
許
可
さ
れ
て
い
る

場
合
を
除
き
、
禁
止
や
制
限
を
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
う
し
た
行
為

に
は
、
懲
役
や
罰
金
が
科
せ
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ

国
土
交
通
省 

関
東
地
方
整
備
局

霞
ヶ
浦
河
川
事
務
所 

占
用
調
整
課

☎
０
２
９
９
・
６
３
・
２
４
１
９

　

霞
ヶ
浦
、
北
浦
、
常
陸
利
根
川
、
鰐
川
、
横
利
根
川
は
、

み
ん
な
の
も
の
で
す
。
み
ん
な
の
生
命
・
財
産
を
洪
水
な
ど

か
ら
守
る
河
川
堤
防
や
護
岸
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
河
川
で
の
不
法
行
為
は

や
め
ま
し
ょ
う
●

　市では、新成人の門出を祝し、また成人の
日を記念して成人式典を行います。ぜひ、こ
の記念すべき式典に出席ください。

◆ 日　時　平成 23 年１月９日（日）
　 受　付　午後 0 時 20 分～
　 式　典　午後 1 時～
◆ 会　場　石岡市民会館　大ホール
◆ 対象者　平成 2 年４月２日～平成３年４
　　　　　  月１日生まれの人
※ 成人式の通知は、11 月下旬に発送します。

■ 問い合わせ　
　生涯学習課　☎ 43-1111（内線 1237）

▼ごみなどの不法投棄

▲堤防の破損行為

１月９日

✿ 成人式を開催 ✿
応
援
し
ま
す
！

〜
耕
作
放
棄
地
の
再
生
・
利
用
〜

　

耕
作
放
棄
地
を
そ
の
ま
ま
放
置
し

続
け
る
と
、
病
害
虫
の
温
床
に
な
っ

た
り
、
鳥
獣
被
害
が
拡
大
し
た
り
と

周
囲
の
農
地
へ
大
き
な
悪
影
響
を
お

よ
ぼ
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
耕
作
放
棄
地
の
解
消
を

図
る
た
め
、
国
の
耕
作
放
棄
地
再
生

利
用
交
付
金
を
活
用
し
て
、
所
有
者

に
代
わ
り
耕
作
放
棄
地
を
再
生
・
利

用
す
る
人
を
支
援
し
ま
す
。

 

※
助
成
要
件
や
申
請
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ

　

農
政
課

　

☎
４
３
・
１
１
１
１

　
　

 

（
内
線
１
１
５
２
）

不法行為です
やめましょう
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■ 

問
い
合
わ
せ　

　

市
役
所 

環
境
対
策
課 　
　

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
４
６
）

　

八
郷
総
合
支
所 

総
務
課　

 

☎
４
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
３
３
７
）

※
メ
ー
カ
ー
に
よ
っ

て
料
金
が
異
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

※
上
記
金
額
の
ほ
か

に
別
途
振
込
手
数
料

が
か
か
り
ま
す
。　

　

地
デ
ジ
化
に
伴
い
、
テ
レ
ビ
の
買
い
替
え
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

買
い
替
え
な
ど
に
よ
り
テ
レ
ビ
を
廃
棄
す
る
際
に
は
、
家
電
リ

サ
イ
ク
ル
法
の
対
象
と
な
り
、
消
費
者
は
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
や

収
集
運
搬
料
金
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

家
電
は
適
正
に
処
分
し
ま
し
ょ
う
。

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法

対
象
製
品
の
処
分
は
適
正
に
！

問
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
と
は
？

答
特
定
家
電
製
品
の
有
用
な
部
品

や
材
料
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
廃
棄
物

を
減
量
し
、
資
源
の
有
効
利
用
を
推

進
す
る
た
め
の
法
律
で
す
。

問
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
対
象
機

器
は
？

答
テ
レ
ビ
（
ブ
ラ
ウ
ン
管
式
、液
晶
・

プ
ラ
ズ
マ
式
）、エ
ア
コ
ン
、洗
濯
機
、

衣
類
乾
燥
機
、
冷
蔵
庫
、
冷
凍
庫

問
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
は
？

答

問
処
分
方
法
は
？

答①
販
売
店
へ
依
頼
す
る
。

②
自
己
搬
入
す
る
。（
事
前
に
リ
サ

イ
ク
ル
料
金
の
納
付
が
必
要
）

③
自
宅
回
収
を
依
頼
す
る
。（
事
前

に
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
の
納
付
が
必
要
。

石
岡
地
区
、
八
郷
地
区
で
は
依
頼
方

法
が
異
な
り
ま
す
）

※
下
記
参
照
。

　

建
築
基
準
法
で
、
１
・
８
ｍ
以
上

４
ｍ
未
満
の
道
路
に
接
す
る
敷
地
に

建
築
物
を
建
設
す
る
場
合
に
は
、
道

路
の
中
心
線
か
ら
２
ｍ
後
退
す
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
後
退
す
る
敷
地
内
に
塀
や
生

け
垣
な
ど
が
あ
れ
ば
、
撤
去
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

市
で
は
、
こ
れ
ら
の
撤
去
費
用
の

補
助
な
ど
の
制
度
を
設
け
、
狭
い
道

路
の
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
後
退
用
地
に
係
る
制
度

・
塀
な
ど
の
撤
去
費
用
の
補
助

・
分
筆
登
記
費
用
の
補
助

・
買
い
取
り
ま
た
は
寄
付
受
け
入
れ

塀
や
生
け
垣
の

　
　移
設
に
補
助

セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
に
協
力
を

■ 

問
い
合
わ
せ  

建
築
住
宅
指
導
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
４
２
２
）

3mの
狭い道路

道路中心線
から2m
後退

道路中心線

塀などの
移設

高
さ
１
・５
ｍ

高
さ
１
・
２
ｍ

後退用地 枝張りを考えて
30cm敷地内に

生
け
垣

例

建
築
物

●
買
い
換
え
や
購
入
し
た
販
売
店
な
ど
家
電
販
売
店
へ
依
頼

し
ま
す

　

リ
サ
イ
ク
ル
料
金
や
収
集
運
搬
料
金
が
か
か
り
ま
す
。
詳

細
は
、
各
販
売
店
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
リ
サ
イ
ク
ル
伝
票
と
家
電
製
品
を
、
指
定
取

引
所
へ
搬
入
し
ま
す

　

自
己
搬
入
す
る
の
で
、
収
集
運
搬
料
金
が
か

か
り
ま
せ
ん
。

【
指
定
取
引
所
】

・
㈱
や
ま
た
け
土
浦
営
業
所

　

☎
０
２
９
・
８
２
８
・
０
７
２
１

・
イ
バ
ラ
キ
流
通
サ
ー
ビ
ス
㈱

　

☎
０
２
９
・
８
３
２
・
１
８
０
０

●
市
に
収
集
運
搬
料
金
（
家
電
製
品
一
点
に
つ

き
１
５
０
０
円
）
を
支
払
い
、
自
宅
回
収
を
依

頼
し
ま
す

　

環
境
対
策
課
へ
電
話
で
回
収
予
約
を
し
ま
す
。

作
業
員
は
家
の
中
に
入
れ
な
い
の
で
、
回
収
す

る
家
電
製
品
は
、
事
前
に
屋
外
に
出
し
て
お
い

て
く
だ
さ
い
。
当
日
、
リ
サ
イ
ク
ル
伝
票
と
収

集
運
搬
料
金
を
作
業
員
に
渡
し
て
く
だ
さ
い
。

回
収
当
日
、
立
会
い
が
不
可
能
な
場
合
は
、
リ

サ
イ
ク
ル
伝
票
と
収
集
運
搬
料
金
を
持
参
の
う

え
、
事
前
に
環
境
対
策
課
で
手
続
き
く
だ
さ
い
。

●
業
者
へ
依
頼
し
ま
す

　

詳
細
は
、
各
業
者
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
小
松
崎
運
輸
㈲　

☎
４
４
・
１
０
０
４

・
旭
産
業　
　
　
　

☎
４
３
・
１
８
６
４

・
㈲
冨
田
興
業　
　

☎
４
３
・
０
６
９
８

●郵便局でリサイクル料金を納付して、リサイク
ル伝票を受け取ります。製造メーカー名、大きさ
（テレビ・冷蔵庫・冷凍庫のみ）が必要になります。

石岡地区八郷地区 共　　通

③自宅回収を依頼 ②自己搬入 ①販売店
　依　頼

リサイクル
　　伝票購入

品　
　
　

目

区　
　

分

料
金
（
円
）

 

テ
レ
ビ

15
イ
ン
チ
以
下

１
７
８
５

16
イ
ン
チ
以
上

２
８
３
５

 

エ
ア
コ
ン

区
分
な
し

２
６
２
５

 

洗
濯
機

２
５
２
０

 

衣
類
乾
燥
機

２
５
２
０

 

冷
蔵
庫
、
冷
凍
庫
１
７
０
ℓ
以
下

３
７
８
０

１
７
１
ℓ
以
上

４
８
３
０

　７　 広報いしおか　№１２０



まちの
話題
できごと

まちの
話題
できごと

東
小
の
新
校
舎
完
成

竣
工
式
を
開
催

▲完成した校舎の前でテープカットをする関係者

納
涼
市
民
盆
踊
り
に

　
　
　
　

１
０
０
０
人

　

８
月
26
日
、
東
小
学
校
（
髙
橋
貞

二
校
長
）
で
、
新
校
舎
の
竣
工
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
式
典
に
市
長

を
は
じ
め
、
来
賓
や
関
係
者
な
ど
お

よ
そ
１
２
０
人
が
出
席
し
、
校
舎
の

完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

　

老
朽
化
に
伴
う
校
舎
改
築
工
事

は
、
昨
年
７
月
に
着
工
し
、
本
年
７

月
31
日
に
竣
工
。
総
面
積
６
５
０
７

㎡
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
三
階
建

て
。
児
童
の
安
全
に
配
慮
し
、
耐
震

性
の
高
い
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
を
採
用
し
ま
し
た
。ま
た
、

防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
と
と
も

に
、
段
差
解
消
や
給
食
配
膳
兼
用
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
な
ど
に
よ
る
バ

▲県庁を表敬訪問して梨をＰＲ（知事公室にて）

　

８
月
７
日
、
い
し
お
か
イ
ベ
ン
ト

広
場
で
納
涼
市
民
盆
踊
り
大
会
が
開

催
さ
れ
、１
０
０
０
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

夢
ひ
び
き
に
よ
る
太
鼓
の
披
露
や
、

子
ど
も
輪
投
げ
大
会
に
続
き
、
参
加

者
は
相
馬
盆
唄
や
豊
年
踊
り
、
市
民

音
頭
に
あ
わ
せ
て
踊
り
ま
し
た
。
今

年
は
、
踊
り
の
輪
に
市
長
や
議
長
も

加
わ
り
、
一
緒
に
盆
踊
り
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　

お
楽
し
み
抽
選
会
で
は
、
当
選
者

の
名
前
が
呼
ば
れ
る
た
び
、
会
場
内

に
歓
声
や
拍
手
が
響
き
ま
し
た
。

56
人
が
参
加
し
て
親
子

で
楽
し
く
ク
ッ
キ
ン
グ

▲夕暮れの中、盆踊りを楽しむ参加者

リ
ア
フ
リ
ー
化
、
環

境
に
や
さ
し
い
太
陽

光
発
電
設
備
も
備
え

ま
し
た
。

　

市
長
は
「
新
校
舎

が
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
素
晴
ら
し
い

未
来
を
ひ
ら
く
扉
と

な
る
よ
う
力
を
尽
く

し
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
、
９

月
の
新
学
期
か
ら
、

新
し
い
校
舎
で
学
校

生
活
を
始
め
ま
し

た
。

　

石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー
で
８
月
18
日

と
24
日
、
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は

７
月
27
日
と
31
日
に
食
生
活
改
善
推

進
員
に
よ
る
「
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
」

が
開
催
さ
れ
、
４
回
で
56
人
の
親
子

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
歌
や
紙
芝
居
を
楽
し
ん

だ
後
、
エ
プ
ロ
ン
と
三
角
巾
で
身
支

度
し
て
、
調
理
に
取
り
掛
か
り
ま
し

た
。
ラ
ッ
プ
お
に
ぎ
り
や
手
作
り
ピ

ザ
、
ス
ー
プ
や
サ
ラ
ダ
、
デ
ザ
ー
ト

な
ど
親
子
で
協
力
し
て
作
り
ま
し
た
。▲八郷保健センター調理室にて

　

参
加
者
か
ら
は
「
家
で
は
な
か
な

か
で
き
な
い
の
で
、
よ
い
体
験
が
で

き
た
」「
子
ど
も
が
や
る
気
に
な
っ

て
楽
し
く
で
き
た
」
な
ど
の
感
想
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。　

県
庁
で
市
の
梨
を
Ｐ
Ｒ

　

８
月
24
日
、
市
長
、
Ｊ
Ａ
ひ
た
ち

野
組
合
長
、
Ｊ
Ａ
や
さ
と
組
合
長
、

梨
生
産
者
ら
11
人
が
県
庁
を
訪
れ
、

市
の
梨
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
生
育
期
の
悪
天
候
の
影

響
で
や
や
小
粒
な
が
ら
、
し
ゃ
り
感
が

あ
り
、
甘
さ
は
十
分
と
の
こ
と
。
市
場

関
係
者
か
ら
も
「
食
味
が
よ
く
品
質
が

高
い
」
と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
長
は
「
市
の
産
業
に
大
き
な
割

合
を
占
め
て
い
る
梨
の
銘
柄
指
定
を

お
願
い
し
た
い
」と
要
望
し
ま
し
た
。

　

訪
れ
た
人
た
ち
は
、
家
族
や
友
人

と
夏
の
夕
べ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

広報いしおか　№１２０　８



御み
た
ま霊

を
供
養

「
真
家
み
た
ま
お
ど
り
」

　

平
成
19
年
３
月
に
廃
線
と
な
っ
た

鹿
島
鉄
道
跡
地
に
整
備
を
進
め
て
い

た
バ
ス
専
用
道
（
石
岡
駅
︱
四
箇
村

駅
間
約
５
・
１
㎞
）
が
、
８
月
30
日

に
開
通
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
先
立
ち
、
29
日
に
石
岡
駅

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
パ
ー
ク
で
石
岡
市
長
、

小
美
玉
市
長
を
は
じ
め
、
県
副
知
事

や
国
土
交
通
大
臣
政
務
官
、
国
会
議

員
な
ど
来
賓
や
関
係
者
、
お
よ
そ
80

人
が
出
席
し
て
開
通
を
祝
い
ま
し
た
。

▲真家地区の新盆の家にて

▲道路の清掃活動の様子

バ
ス
専
用
道
開
通
式
典

に
80
人
が
出
席

交
通
安
全
を
呼
び
か
け

キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
が
来
訪

▲バス専用道開通記念式での関係者によるテープカット

道
の
日
の
社
会
貢
献
活

動
に
１
１
１
人
が
参
加

　

茨
城
県
建
設
業
協
会
で
は
、

毎
年
８
月
10
日
の
「
道
の
日
」

に
あ
わ
せ
、
社
会
貢
献
の
一
環

と
し
て
、
道
路
の
清
掃
活
動
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
で
６
回
目
と
な
る
こ
の

活
動
に
、
土
浦
支
部 

石
岡
分

会
（
鬼
沢
隆
分
会
長
）
も
参

加
。
石
岡
地
区
は
25
社
か
ら
57

人
が
、
八
郷
地
区
は
27
社
か
ら

54
人
が
参
加
し
て
、
空
き
缶
や

ご
み
を
拾
っ
た
り
、
雑
草
な
ど

を
刈
っ
た
り
と
、
清
掃
活
動
に

汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

８
月
15
日
、「
真
家
み
た

ま
お
ど
り
」
が
真
家
地
区
の

寺
院
や
新
盆
の
家
で
奉
納
さ

れ
ま
し
た
。

　

真
家
地
区
に
八
百
年
前
か

ら
伝
承
さ
れ
る
と
い
わ
れ
る

「
真
家
み
た
ま
お
ど
り
」
は
、

国
選
択
無
形
民
俗
文
化
財
、
県

指
定
無
形
民
俗
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
踊

り
を
見
よ
う
と
、
毎
年
８
月

15
日
に
は
、
市
内
は
も
と
よ

り
県
内
各
地
か
ら
、
ア
マ
チ
ュ

ア
カ
メ
ラ
マ
ン
や
観
光
客
が

訪
れ
ま
す
。

　

当
日
は
猛
暑
の
中
、
揃
い

▲市役所の玄関前でのメッセージ伝達式

　

久
保
田
市
長
は
「
全
国
に
誇
れ
る

事
業
と
し
て
、
利
用
促
進
に
全
力
投

球
し
た
い
」と
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
、

交
通
安
全
祈
願
や
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
、

く
す
玉
開
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
、
招
待
者
は
、
専
用

道
の
走
り
初
め
と
し
て
「
か
」
の
字

の
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
専
用
バ
ス
で
茨

城
空
港
に
向
か
い
、
空
港
内
を
見
学

し
ま
し
た
。

の
衣
裳
と
花
笠
を
身
に
つ
け
た
踊
り

子
た
ち
が
「
ほ
ー
い
ほ
い
」
の
掛
け

声
に
合
わ
せ
て
厳

お
ご
そ

か
に
舞
を
披
露

し
、
先
祖
の
御
霊
を
供
養
し
ま
し
た
。

　　

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の
実
施

に
先
駆
け
、
８
月
23
日
か
ら
25
日
に

か
け
て
、
県
交
通
安
全
母
の
会
連
合

会
に
よ
る
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
の
県

内
リ
レ
ー
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

24
日
に
は
、
市
役
所
に
キ
ャ
ラ
バ

ン
隊
が
来
庁
し
、
県
交
通
安
全
母
の

会
連
合
会
の
神
戸
会
長
が
、
内

閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
荒
井
聰

交
通
対
策
本
部
長
）
か
ら
託
さ

れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
上
げ
、

参
加
者
に
交
通
安
全
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。
こ
の
伝
達
式
に
は
、

市
長
、
議
長
、
石
岡
警
察
署
長

ほ
か
、
関
係
者
が
多
数
出
席
。

石
岡
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
、

キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
へ
の
激
励
の
演

奏
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

伝
達
式
終
了
後
、
キ
ャ
ラ

バ
ン
隊
は
、
交
通
ル
ー
ル
の

遵じ
ゅ
ん
し
ゅ

守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー

の
実
践
を
呼
び
か
け
な
が
ら
、

次
の
伝
達
式
会
場
で
あ
る
下
妻

市
に
向
け
て
出
発
し
ま
し
た
。　

　９　 広報いしおか　№１２０


